
スタイラスセンタ 品番：SR-１０２/SR-104Ｌ<兼用>

この度はスタイラスセンタをお買上げ頂きありがとうございます。
ご使用前に、本書をよくお読み頂き正しくお使いくださいますようお願い申し上げます。

取扱説明書

■基準位置の検出方法（使用方法）

高精度Ｘ・Ｙ軸
芯出しバー

■用途・特長

ご注意

●測定子とシャンクは引っ張らないでください。
●スライド面に切粉などが入らないようにしてください。
●測定子を必要以上に加工物に押し付けないでください。
●１回の基準位置検出はなるべく避け、２～３回繰り返し
行ってください。
●本製品の用途以外のご使用は、事故やけがの原因になりま
すので、絶対におやめください。

シャンクをドリルチャック、ミーリング
チャックに取り付け、測定子が偏芯する
ように測定子を軽く移動させ、スタイラ
スセンタを回転させます。

汎用・ＮＣフライス盤・ＭＣの原点位置、その他精密基準
位置決めに。
基準位置を２μｍ高精度で検出。
加工物端面に当てるだけで位置決めができます。
測定子は硬質クロムメッキ処理により摩擦係数が小さいた
め、耐磨耗性に優れています。
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■仕　様

測定子

ドリルチャック、
ミーリングチャック

スタイラスセンタ

■各部の名称・寸法

■ＳＲ－１０２ ■ＳＲ－１０４Ｌ

※数値は概略寸法です。
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回転させた状態で、測定子か加工物のい
ずれかをもう一方へ徐々に近付けていく
と、偏芯が小さくなります。
測定子の振れも無くなり、静止した状態
に見えるようになります。
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（単位：mm）

徐々に近付ける

微動送りで押し付ける
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ＩＳＯ ９００１認証取得

新潟県三条市塚野目6丁目15番22号955-0055

シャンク シャンク

この時点より更に微動送りで押し付けて
いくと、測定子が加工物端面に沿ってス
ライドします。
この位置が加工物端面に対して測定子が
正確に接触した状態になります。
そこから測定子径の１/２を送ることで、
本器の中心と加工端面が一致し、基準点
となります。

※

※φ１０測定子　 ５ｍｍ送り
　φ４測定子　　２ｍｍ送り
　φ２測定子　　１ｍｍ送り
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